
数列 P0501 等差数列問題研究 (1) 組 番 名前

例 等差数列をなす 3つの数がある。その和は 12で、
平方の和は 66である。この数列を求めよ。

問 等差数列をなす 3つの数がある。その和は 18で、
平方の和は 140である。この数列を求めよ。

*+*+*+*+*+*+*+*+ 【解答】*+*+*+*+*+*+*+*+

例 等差数列をなす 3つの数がある。その和は 12で、
平方の和は 66である。この数列を求めよ。

３つの数を a, b, cとすると、

a b c

+d +d

a+ b+ c = 12 · · · 1⃝

a2 + b2 + c2 = 66 · · · 2⃝

等差数列であるという情報から式を立てるとすると、どち
らが良いか？

A⃝


a = x

b = x+ d

c = x+ 2d

B⃝


a = x− d

b = x

c = x+ d

1⃝に代入するなら、B⃝が断然有利！
３つの数を、x− d、x、x+ dとする。

(x− d) + x+ (x+ d) = 12 · · · 1⃝

(x− d)2 + x2 + (x+ d)2 = 66 · · · 2⃝

1⃝より、3x = 12だから、x = 4

これを 2⃝に代入する。

(4− d)2 + 42 + (4 + d)2 = 66 · · · 2⃝′

(16− 8d+ d2) + 16 + (16 + 8d+ d2) = 66

2d2 = 18

d2 = 9

d = ±3

したがって、数列は1, 4, 7 あるいは、7, 4, 1 答

問 等差数列をなす 3つの数がある。その和は 18で、
平方の和は 140である。この数列を求めよ。

３つの数を、x− d、x、x+ dとする。

(x− d) + x+ (x+ d) = 18 · · · 1⃝

(x− d)2 + x2 + (x+ d)2 = 140 · · · 2⃝

1⃝より、3x = 18だから、x = 6

2⃝に代入すると、

(6− d)2 + 62 + (6 + d)2 = 140 · · · 2⃝

(36− 12d+ d2) + 36 + (36 + 12d+ d2) = 140

2d2 = 32

d2 = 16

d = ±4

したがって、数列は2, 6, 10 あるいは、10, 6, 2 答


